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（1）検討目的
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7.15 緊急調査

台風11号

1) これまでの経緯（平成27年3月～） - 2 -

H27.3末 動物園東地区埋設護岸一部工事完了
(SP01～11，SP14～16)

H27.7.10
台風9号

台風12号

H27.7.16

H27.7.25

H27.8.6 第12回技術分科会

・ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ背後養浜は流出するものの、ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ設置区
間においては、背後の浜崖後退は生じていない

・露出したｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄが変状
・ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸが変状(一部破損)

・埋設護岸により浜崖後退は阻止できたが、コンクリー
ト護岸隣接部などの端部において、サンドパック・ア
スファルトマットに変状が見られた。

・仮設として設置した端部の袋詰玉石のうち、波が直接
作用した箇所が破損。

・このことから、端部に設置した埋設護岸のステップ
アップのためのデータ収集・解析及び変状拡大防止・
修復のために、技術分科会を招集し検討。

里道南側：H27.7.17

H27.6末 大炊田地区埋設護岸再設置一部完了
(SP10～20再設置、SP9，21～22接続部Asマット再設置)

7.18 緊急調査

＜動物園東地区＞

SP02下段破損：H27.7.14

ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ変状：H27.7.14

・端部袋詰玉石(仮設工)破損

端部処理破損：H27.7.17

7.26-30 緊急調査



2) 検討目的・項目 - 3 -

◆検討目的
○平成27年に来襲した台風9号，11号，12号および熱帯低気圧により一部

変状した埋設護岸（大炊田地区，動物園東地区）の実態を把握するととも
に、今後の対応の方向性について検討することを目的とする。

◆検討項目
(1) 台風・外力の状況

(2) 現在までに確認された変状等について

(3) 推測される変状原因について

(4) 現場の安全性の評価

(5) 今後の対応について



（2） 台風・外力の状況
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(2)台風・外力の状況
1) 台風の来襲状況
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○平成27年7月には3つの台風が宮崎海岸に接近した。台風9号、12号
は九州西側を北上し、台風11号は九州東側（宮崎海岸沖合）を北上し
た。また、7月20日頃には九州西側を熱帯低気圧が通過している。

台風9号 台風11号

台風12号

※○中の数字は日付（Ｈ２７年７月）を示す

台風経路

熱帯低気圧
（7月20日天気図）
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(2)台風・外力の状況
2) 波浪・潮位の時系列

○平成27年7月は台風9号、11号、12号、熱帯低気圧の影響で
有義波高2～3m程度以上のやや高い波浪が長期間にわたっ
て作用した(有義波高2m以上39％、3m以上13％)。

○台風9号が通過した7月9日15時には最大有義波高5.08m，周
期14.7sを観測した(ネダノ瀬)。

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

9号
11号

熱帯低気圧
12号

海岸法線

速報値のため、今後変更
になる場合があります
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(2)台風・外力の状況
2) 波浪・潮位の時系列 【参考：平成26年7月】

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

平成26年
台風8号

海岸法線

平成26年（2014年）7月
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(2)台風・外力の状況
2) 波浪・潮位の時系列 【参考：平成26年8月】

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

平成26年
台風１１号

海岸法線

平成26年（2014年）8月

平成26年
台風１2号
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(2)台風・外力の状況
2) 波浪・潮位の時系列 【参考：平成26年9月】

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

海岸法線

平成26年（2014年）9月
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(2)台風・外力の状況
2) 波浪・潮位の時系列 【参考：平成26年10月】

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

平成26年
台風１9号

海岸法線

平成26年（2014年）10月

平成26年
台風１8号
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(2)台風・外力の状況
3) 流況の時系列

○平成27年7月は、動物園東地区で50cm/s以上の速い流れが
長期間作用した。（50cm/s以上28%、100cm/s以上6%）

〇最大平均流速（1分間平均値）は、動物園東地区で200cm/s(7
月9日8時30分)。

〇7/9～7/10、7/23～7/26は、波が南から来襲し、動物園東地区

で北向きの流れとなっている。

ネダノ瀬

（水深21m）

石崎川

一ツ瀬川 大炊田地区

埋設護岸 宮崎港

st.4
（水深3～4m）

アメダス

宮崎空港

動物園東地区

埋設護岸

st.3
（水深3～4m）

9号 11号
熱帯低気圧 12号

観測機器を固定しているパイプが1.0～1.5m上昇

海岸法線〇7/11～7/17は、波が入射する方向
に流れが発生する傾向となっている。

〇大炊田地区は観測機器が埋没。
データ未回収（7/29時点）。

南から入射

北への流れ

北から入射

南への流れ 北への流れ

南から入射

北への流れ

注）動物園東地区では7/10～7/16にかけて、観

測機器を固定しているパイプが1.0～1.5m上昇
した（潮位観測の観測水深より把握）。

データ精査中



（3）現在までに確認された変状等について
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1) 各地区の現地状況の概要
①大炊田地区

- 13 -

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①大炊田地区南端より北側を望む（H27.7.28）

① ②

②大炊田地区南端より南側を望む（H27.7.28）



1) 各地区の現地状況の概要
②動物園東地区
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一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①

①動物園東南端部（H27.7.18）



- 15 -

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①

①動物園東南端部（H27.7.14）

1) 各地区の現地状況の概要
②動物園東地区



1) 各地区の現地状況の概要
③石崎浜
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一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜 ① ②

①石崎浜Co護岸端部（H27.7.28） ②石崎浜Co護岸端部 （H27.7.28）



2) 大炊田地区の現地状況及び応急対策
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- 18 -2) 大炊田地区の現地状況 台風9号通過前（ H27.7.10（金） ）

○台風9号通過前は、サンドパックは露出していたが、健全な状態であった。

SP0305101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

SP15

SP21
SP20

SP19

SP18

SP16

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

海側

陸側
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○台風9号通過後は、南部の再設置済み箇所（SP09～20）でアスファルトマットが露出していた。また、
SP09前面ではアスファルトマットの不陸が生じていた。

2) 大炊田地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.15（水） ）

SP09袋詰玉石とAsマット
SP10

SP11
SP03

05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸Asマット露出（不陸なし）

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

海側

陸側
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○台風11号通後は、サンドパックに異常は見られなかったが、SP13前面のアスファルトマットに異常な
曲がりが確認されるとともにSP10～20のアスファルト不陸が一部見られた。

2) 大炊田地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.18（土） ）

SP13 SP14

SP19

SP18

SP03
05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸Asマット露出（弱い不陸）
Asマット曲がり

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

海側

陸側



- 21 -2) 大炊田地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.18（土） ）
海 岸 保 全区域（直轄施工） 海 岸 保 全区域（直轄施工）

SP03
05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸Asマット露出（弱い不陸）
Asマット曲がり

SP03

石崎川

SP07

SP09

SP10

SP20

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

海側

陸側



- 22 -2) 大炊田地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.21（火） ）

○台風11号通後の7月21日では、南部の再設置済み箇所ではほぼ全域でアスファルトマットに不陸が
生じている。また、SP09前面では袋詰玉石が破損し、アスファルトマットが海側に移動していた。

○アスファルトマットの不陸に伴い、下段海側サンドパックが緩やかにうねるような変形も生じていた。

SP0305101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット海側に移動Asマット露出（不陸）
Asマット曲がり

下段海側サンドパックに

緩やかなうねり

SP18

SP17

SP09

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

海側

陸側



- 23 -2) 大炊田地区の現地状況 台風12号通過後（ H27.7.27（月） ）

○台風12号通後の7月27日では、南部の再設置済み箇所ではアスファルトマットの不陸が大きくなって
いる。また、アスファルトマットの不陸に伴うサンドパックの変形も大きくなっていた。

○マット前面水深が深くなっている様子が伺えた。

SP0305101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

Asマット露出・不陸が顕著

下段海側サンドパックに

顕著なうねり

上段サンドパックにも顕著なうねり

SP10
SP11

SP14

○特にSP10は上段サンドパックも大きくうねる
ほど、下段サンドパックが変形していた。

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

写真撮影箇所

海側

陸側



- 24 -

袋詰玉石損傷大、Asマット移動

SP03

Asマットの顕著な不陸、サンドパックの波打ち発生

04050607080910111213141516171819202123 22

袋詰玉石損傷大

上段サンドパックもうねり

2) 大炊田地区の現地状況
① 変状等のまとめ

SP09より北側：H27.7.21撮影
SP09前面：H27.7.21撮影

SP09より北側：H27.7.27撮影

SP10

SP10～20までAsマットが波打ち



■SP09，21，22
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2) 大炊田地区の現地状況
② 変状等の経緯まとめ

袋詰玉石設置

台風来襲前

■SP10～20

24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 SP0709 08

台風来襲後

24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 SP0709 08

アスファルトマットの移動

下段海側サンドパックの波打ち

袋詰玉石の破損・逸散

アスファルトマットの不陸・沈下

袋詰玉石の破損・逸散

袋詰玉石設置
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H27.6～H27.7.18（台風11号通過後）

2) 大炊田地区の現地状況
③ 汀線変化

○石崎川河口近くが凸型、その北側(図面左側)が凹型となっていること、北側で緩やかに前進している
ことが特徴である。

石崎川

KDDI管路

クリーンパーク
放水管

H27.7.18汀線

（台風11号通過後）

復旧施工中区間（SP01～20）

H27.6汀線

（台風通過前）

Co護岸
Co護岸
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H27.7.28（台風12号通過後）

2) 大炊田地区の現地状況
④ サンドパック・アスファルトマットの縦断変化

○復旧実施済み区間（SP10～20）では、上・下段サンドパックは概ね計画高を維持しているが、SP10
端部はやや沈下が見られる。

○アスファルトマットは堆砂により一部しか確認できていないが、不陸が大きく生じていることがわか
る。

‐1

0

1

2

3

4

5

6

‐40‐20020406080100120140160180200220240260280300320

標
高

（
TP

）
ｍ

距離

SP上段計画高

（TP+4.0m）

SP下段計画高

（TP+2.5m）

ASマット基部計画高

（TP+1.0m）

SP08SP10SP15SP20SP22

養浜中のため計測不可

砂埋没

復旧施工中区間

再設置済み区間

SP01まで
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2) 大炊田地区の応急対策

■平面図

SP03
05101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

●SP10～15付近のサンドパックの海側に土砂を投入（合計7,150m3）
・台風11号通過後（7/22～24） 2,000m3

・台風12号通過後（7/27～8/3） 5,150m3

土砂養浜Ｖ=7150m3

H27.7.28撮影



3) 動物園東地区の現地状況及び応急対策
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一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜

①

③動物園東地区南端部（H27.7.18）
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SP01SP02SP03SP0４SP05SP06

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

アスファルトマットの水平部露出
（撓み込ませ部分は露出していない。）

袋詰 Co護岸

消波フロック

3) 動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.11（土） ）

○平成27年の台風9号通過時では、北部の
サンドパック(SP01～05程度)が上下段とも
に露出し、前面のアスファルトマットも露出
していた。

○ただし、サンドパック、アスファルトマットと

もに変状は見られなかった。

SP01

SP02

SP01

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



- 31 -

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

アスファルトマットの不陸・先端部露出
サンドパック下段海側の変形

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰最下段流出

3) 動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.13（月） ）

○台風9号通過後では、南部のアスファルトマット(SP01～02程度)の不陸および下段海側サンドパックのう
ねりが確認された。

○南端の袋詰玉石も最下段が破損・流出した。

SP02

SP02

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所
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SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

SP02の下段海側の損傷

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰海側の複数段流出

アスファルトマットの不陸・先端部露出
サンドパック下段海側の変形の拡大

3) 動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.14（火） ）

○北部のアスファルトマットの不陸・先端露出範囲
が拡大するとともに、SP02の下段海側サンドパッ
クが損傷し、中詰めの砂が流出した。

SP02

SP03

SP02

SP01

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所
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海 岸 保 全区域（直轄施工） 海 岸 保 全区域（直轄施工）

3) 動物園東地区の現地状況 台風9号通過後（ H27.7.15（水） ）

○北部のアスファルトマットの不陸・先端露出範
囲がさらに拡大した。

SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック 海側

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰海側の複数段流出
アスファルトマットの不陸・先端部露出
サンドパック下段海側の変形の拡大

SP04
SP03

SP05
SP04

SP06

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

袋詰 Co護岸

消波フロック

袋詰流出の拡大

SP04の１段目海側の損傷（推定）

- 34 -3) 動物園東地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.17（金） ）

○台風11号の通過後では袋詰玉石はほぼ全壊した。また、SP04の下段海側の損傷が推定された。

SP05

SP04

SP01

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所

養浜段差



- 35 -3) 動物園東地区の現地状況 台風11号通過後（ H27.7.18（土） ）

SP01

SP02

SP03

SP04

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸

佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所



SP1SP2SP3SP４SP5SP6

陸側

アスファルトマット

サンドパック
海側

袋詰 Co護岸

消波フロック

土砂投入（5,800m3）

SP02,04の上段の傾倒

- 36 -3) 動物園東地区の現地状況 台風12号通過後（ H27.7.27（月） ）

○サンドパックSP02,04の上段が大きく海側に傾いた。また、アスファルトマットの露出範囲も北側にやや
広がった。ただし、南端に土砂投入を実施したこともあり、大きく損傷が進行しなかった。

SP01

SP02

SP06

SP05

一ツ瀬川

動物園東地区大炊田地区

Co護岸 埋設護岸
佐土原

クリーンパーク

KDDIタワー
歓鯨館

石崎川
住吉IC

一ッ葉PA ｼｰｶﾞｲｱIC

Co護岸 埋設護岸
Co護岸 Co護岸自然浜自然浜

自然浜

（河口砂州）

自然浜

導流堤

里道ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ

石崎浜
写真撮影箇所
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袋詰玉石

ほぼ全壊

下段破損

上段傾倒

下段破損

SP01SP02SP03SP04SP05
SP06

養浜段差

Asマット不陸・破断

3) 動物園東地区の現地状況
① 変状等のまとめ

SP04より南側：H27.7.21撮影

SP04

SP02

SP02より海側：H27.7.14撮影

SP08より南側：H27.7.27撮影

SP08

下段海側サンドパックの破損

下段海側サンドパックの沈下

上段サンドパックの傾倒
アスファルトマットの不陸

アスファルトマットの露出
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3) 動物園東地区の現地状況
② 変状等の経緯まとめ

サンドパック

アスファルトマット

袋詰玉石

台風来襲前

下段海側サンドパックの

破損・沈下

■SP01～16

台風来襲後

袋詰玉石の破損・逸散

SP09 08 07 06 05 04 03 02 01

既設co護岸

既設消波根固め工

SP09 08 07 06 05 04 03 02 01

既設co護岸

既設消波根固め工

下段海側・上段サンドパックの

波打ち・沈下・傾倒

アスファルトマットの不陸・沈下・破損
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H27.6～H27.7.28（台風12号通過後）

3) 動物園東地区の現地状況
③ 汀線変化

○平成27年の台風9号、11号の通過により、全体的に汀線が後退し、特に南端の後退が顕著である。
○さらに台風12号通過後にはその傾向が強く現れるとともに、海岸全体としての汀線後退も生じてい

る。

Co護岸

H27.7.18汀線

（台風11号通過後）

埋設護岸設置区間

（SP01～11）

H27.6汀線

（台風通過前）

Co護岸

埋設護岸設置区間

（SP14～16）

H27.7.28汀線

（台風12号通過後）
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H27.7.15（台風9号通過後）～H27.7.18（台風11号通過後）

3) 動物園東地区の現地状況
④ サンドパック・アスファルトマットの縦断変化

○サンドパックは上段、下段ともに台風9号，11号の通過により徐々に低下が進行している。
○アスファルトマットは9号通過後には不陸が大きかったが、11号通過後には凸部が低下し、フラット

になるように全体的に沈下している。

‐1

0

1

2

3

4

5

6

7

‐40‐20020406080100120140

標
高

（
TP

）ｍ

距離

SP上段計画高（TP+4.0m）

SP下段計画高（TP+2.5m）

ASマット基部計画高（TP+1.0m）

ASマット先端計画高（TP‐1.0m）

SP01SP02SP03SP04SP05SP06 袋詰玉石

養浜段差頂部

養浜段差基部

SP07
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施工後～H27.7.18（台風11号通過後）

3) 動物園東地区の現地状況
⑤ サンドパック・アスファルトマットの平面変化

○南端の袋詰玉石の背後の養浜盛土が大きく後退した。また、SP01～05の背後養浜盛土の流出も顕
著である。

○上段サンドパックはSP02，04が大きく海側に張り出している。
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H27.6～7.18（台風11号通過後）～7.29（台風12号通過後）

3) 動物園東地区の現地状況
⑥ 横断変化（砂丘頂部～沖合）

No.-62

No.-62+115

No.-63No.-64No.-65No.-66No.-67

○バー･トラフの変化はほとんど生じていないが、Co護岸前面のNo.-62～No.-63の区間では、沖合の
バーが縮小傾向であった。

Co護岸Co護岸

‐12
‐10
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10

0 200 4 00 600 80 0 1000
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H27.6（台 風通過前）
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No.‐62+115

H27.6（台 風通過前）

H27.7.18 （11号通過 後）

H27.7.29 （12号通過 後）
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H27.6（ 台風通過前 ）
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H2 7.6（台風 通過前）
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H27.7.29（ 12号通過後 ）

沖合バーの縮小
↓
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↓
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No.‐67

H2 7.6（台風 通過前）

H2 7.7.29（1 2号通過後 ）
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H27.6～7.18（台風11号通過後）～7.29（台風12号通過後）

3) 動物園東地区の現地状況
⑥ 横断変化（砂丘頂部～汀線付近）

No.-62

No.-62+115

No.-63No.-64No.-65No.-66No.-67

○台風前(H27.6)と比較して汀線付近は侵食もしくは変化なしである。サンドパック設置箇所のNo.-63や
Co護岸前面のNo.-62では5m程度の低下が生じた。

Co護岸Co護岸

Co護岸

5m低下
5m低下

ｻﾝﾄﾞﾊﾟｯｸ
（設置当初）



養浜
Ｌ＝１８ｍ

大型土のう
設置 N=20個

大型土のう
設置 N=20個

SP背面養浜材侵食区間
L=100m

土砂養浜
V=6,000m3

ＡＢＣ

陸側

海側 １工区 Ｌ＝１９５ｍ

SP1SP2SP3SP４
SP5SP6

アスファルトマット

サンドパック積層体(2段積)

養浜(法尻)
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3) 動物園東地区の応急対策

■平面図

H27.7.18より着手
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3) 動物園東地区の応急対策

H27.7.18より着手

■被災箇所Ａ断面 ■横断図（Ｂ・Ｃ断面）

陸側 海側 陸側 海側

■断面図



（4）推測される変状原因について
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1) 現地状況のまとめ
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・平成27年7月の3つの台風が続けて来襲したが、埋設護岸設置区間では、埋
設護岸が機能したため、浜崖後退は生じなかった。

・なお、一部のアスファルトマット・サンドパックに変状は生じたものの、平成26
年の被災を踏まえたステップアップの効果により、その変状はある程度抑制
できたと考えられる。

・アスファルトマット・サンドパックに変状が生じた箇所は、今回の台風で汀線
付近が大きく侵食していた。これは、この区間が南側にコンクリート護岸や石
崎川河口砂州がある埋設護岸の南端部であるため、台風による南からの波
浪が長時間にわたり来襲したことにより、南からの土砂供給が少なくなり沿岸
漂砂のバランスが崩れたためと推察される。

・汀線付近の侵食により、前面地盤がアスファルトマット設置高よりも低下する
と、マット下の土砂が抜け出し、洗掘対策が機能しないことが推察される。
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2) 大炊田地区
①変状原因推定フロー

南よりの高波浪が長時間継続

海浜の土砂が南から北へ輸送

平面的な地形による漂砂の不均衡発生

漂砂供給の少ない箇所

（SP09～30程度：石崎川河口砂州により漂砂が阻害）

Asマットの前面の地盤が

根入れ深さT.P.-1mより低下

Asマット先端からの
土砂の抜け出し

Asマット突合せ部からの
土砂の抜け出し

Asマットの不陸形成・発達

下段サンドパックが

大きくうねる

抜け出しが進行し
Asマットが全体的に沈下

下段サンドパックの沈下

漂砂供給のある箇所

（SP30程度以北）

変状等の不具合なし

SP10

SP10

SP10～20

SP10～20

河口砂州

H27.7.27撮影

大炊田地区南端の河口砂州の状況

汀線変化

移動

沿岸漂砂供給のある箇所
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2) 大炊田地区
② 調査項目・工程

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9
中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

9
号
通
過

11
号
通
過

12
号
通
過

分
科
会

分
科
会

潮位 10分間平均潮位 宮崎港 港湾空港事務所所管
沖合の波
浪・流況

ネダノ瀬（水深21m）
回

収

点

検

点

検
7月末データ回収、継続観測中

浅海域の
波浪・流況

St4（水深4m程度）

再

設
置

点

検

点

検
観測機器埋没のためデータ回収できず
別途、観測機器を設置した

河川水位 1時間毎の水位 石崎川石崎橋 宮崎県所管
雨量 1時間毎の雨量 赤江 気象庁アメダス

Asマットの先端、
折れ点、基部

SP08～22

SP上・下段天端
高および充填口
の平面位置

SP08～22

養浜段差の上
部・基部の標高・
平面位置

SP08～22

簡易測量 1.6km
空撮（ラジコンヘ
リ斜め写真）

南部変状箇所

インターバルカメ
ラ

南部の2地点
設
置

回
収

回
収 継続観測中

CCTV画像 南部変状箇所 継続観測中
Asマットの
把握

変形状況
写真撮影、状況
記録

SP03～22

変形状況
写真撮影、状況
記録

SP03～22

破損状況
写真撮影、状況
記録

（破損箇所なし）

：調査実施、データ回収済み

：調査実施、データ未回収

赤字：データ回収予定

：今後実施予定の調査項目

サンドパッ
クの把握

外力の把
握

10分毎の波高･
周期･波向、流
向･流速

地形の把
握

埋設護岸
の各部位
の沿岸分
布

汀線形状

定点撮影

平成27年

備考7月 8月 9月

目的 項目 計測・測定内容 範囲等



SP03

101520SP23

Co護岸

再設置済み区間
袋詰玉石・Asマット再設置区間袋詰玉石設置区間

05
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2) 大炊田地区
③ 調査位置

汀線形状簡易測量

横断測量

埋設護岸の各部位の沿岸分布測量、サンドパック・アスファルトマットの状況把握

空撮範囲

CCTV撮影

インターバルカメラ



南よりの高波浪が長時間継続

海浜の土砂が南から北へ輸送

平面的な地形による漂砂の不均衡発生

漂砂供給の少ない箇所
（SP01～06：南側がCo護岸であり土砂が枯渇）

Asマットの前面の地盤が
根入れ深さT.P.-1mより低下

Asマット先端からの
土砂の抜け出し

Asマット突合せ部からの
土砂の抜け出し

Asマットの不陸形成・発達

サンドパックに作用する
延長方向の張力が増大

波浪作用による
瞬間的な張力の増大

下段サンドパックが
縫製部より破断

下段サンドパックが
大きくうねる

抜け出しが進行し
Asマットが全体的に沈下

下段サンドパックの沈下

上段サンドパックの沈下・傾倒

漂砂供給のある箇所

（SP07以北）

変状等の不具合なし
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3) 動物園東地区
①変状原因推定フロー

SP01～04

SP01，03

SP02，04

SP01～06

SP01～04

動物園東地区の南側のCo護岸前面の状況

H27.7.27撮影

石崎浜
大炊田地区 動物園東地区

石崎川
一ツ瀬川

宮崎港

汀線変化

移動

沿岸漂砂供給のある箇所
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3) 動物園東地区
②調査項目・工程

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9
中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

下
旬

9

号
通

過

11

号
通

過

12

号
通

過

分
科
会

分
科
会

潮位 10分間平均潮位 宮崎港 港湾空港事務所所管

沖合の波
浪・流況

ネダノ瀬（水深21m）
回

収

点

検

点

検
7月末データ回収、継続観測中

浅海域の

波浪・流況
St３（水深4m程度）

回
収

点
検

点
検

河川水位 1時間毎の水位 石崎川石崎橋 宮崎県所管
雨量 1時間毎の雨量 赤江 気象庁アメダス

Asマットの先端、

折れ点、基部
SP01～07

SP上・下段天端
高および充填口

の平面位置

SP01～07

養浜段差の上
部・基部の標高・

平面位置

SP01～07

平板測量
変状箇所の標高
把握

南端～SP06

簡易測量 1.1km
空撮（ラジコンヘ

リ斜め写真）
南部変状箇所

陸上 7測線
No.-62、No.-62+115.0、No.-63
No.-64、No.-65、No.-66、No.-67

水中 7測線
No.-62、No.-62+115.0、No.-63
No.-64、No.-65、No.-66、No.-67

インターバルカメ
ラ

南部の4地点
設

置

回

収

回

収
継続観測中

CCTV画像 南部変状箇所 継続観測中

Asマットの
把握

変形状況
写真撮影、状況
記録

SP01～07

変形状況
写真撮影、状況

記録
SP01～07

破損状況
写真撮影、状況
記録

SP04

：調査実施、データ回収済み

：調査実施、データ未回収

赤字：データ回収予定

：今後実施予定の調査項目

サンドパッ
クの把握

横断測量

備考
7月 8月 9月

外力の把

握

10分毎の波高･
周期･波向、流

向･流速

平成27年

目的 項目 計測・測定内容 範囲等

地形の把
握

埋設護岸

の各部位
の沿岸分
布

汀線形状

定点撮影
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3) 動物園東地区
③調査位置

汀線形状簡易測量

横断測量

埋設護岸の各部位の沿岸分布測量、サンドパック・アスファルトマットの状況把握

空撮範囲

CCTV撮影

インターバルカメラ

SP01SP02SP03
SP04SP05SP06SP07



（5） 現場の安全性の評価
1) 現場で実施した安全対策

- 54 -

動物園東地区大炊田地区

○現在、大炊田地区、動物園東地区ともに、全面立ち入り禁止としている。
○今後、養浜段差の解消等を行い、安全性が確保された箇所から、立ち入り禁止を解除する。
○変状の大きかった動物園東地区の南部(SP06以南)および大炊田地区の南部（SP22以南）は応急対

策を行うため、立ち入り禁止解除には時間がかかる見込みである。

サンドパック
（上段）

鉄ピン＋トラロープ

袋詰玉石

中詰材

Asマット

変状区間

復旧施工中区間



（5） 現場の安全性の評価
2) 大炊田・動物園東 立入禁止解除に向けた対応
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作業内容 大炊田地区 動物園東地区

アスファルトマット回収 － 済

サンドパック背面空洞確認

（重機走行）
済 未実施

段差解消 済 未実施

立入禁止柵設置 済 済

立入禁止看板等設置 済 済

職員による安全確認 解除前に実施 解除前に実施

立入禁止バリケード撤去 解除時に実施 解除時に実施



（6） 今後の対応について
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■調査予定
・波浪・潮位観測およびカメラによる定点撮影を継続実施
・動物園東地区の破損したサンドパックの破損箇所計測・記録

■技術分科会等の予定

●第13回技術分科会：平成27年9月下旬
・変状メカニズムの検討
・対策工の検討

●第14回委員会： 平成27年10月2日


